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「最近の薬剤性肺障害の話題」

呼吸器内科

薬剤性肺障害は、「薬剤を投与中に起きた呼吸器系の障害の

なかで、薬剤と関連があるもの」と定義されています。薬剤性肺

障害には種々の病態がありますが、80%以上を占める臨床病型

は間質性肺炎と言われています。薬剤性肺障害の機序として活

性酸素種やプロテアーゼなどを介して肺胞上皮細胞や毛細血

管内皮細胞を直接障害する細胞傷害型や、薬剤が血中の蛋白と

結合することで免疫原性を獲得し、免疫応答を惹起して発症す

る免疫アレルギー型が考えられています。古くから間質性肺炎の

ハイリスク薬として知られているブレオマイシン、アミオダロン、

メトトレキサートなどの他、様々な抗悪性腫傷薬、一般臨床で汎

用されているロキソプロフェンなどのNSAΦS、漢方薬などでも

多くの報告がされています。時にはサプリメントや健康食品に

よって発症した例もあることから、あらゆる薬剤が薬剤性肺障害

を来たし得るという認識を持っておくことが重要です。

肺癌においては2002午に非小細胞肺癌治療薬として承認さ

れ、その後に間質性肺炎に関する「緊急安全性情報」が発出され

たゲフィチニブ(イレッサ@)以降、様々な分子標的治療薬が使用

されています。また腎細胞癌、乳癌などで広く使用されている工

ベロリムス(アフィニトール@)は比較的軽症が多いものの薬剤

性肺障害のりスクが高い(約30%程度)薬剤として知られていま

す。さらに、近年急速に適応拡大が進んでいる抗PD・1抗体、抗

PD・L1抗体、抗CTLA・4抗体などの免疫チェッケポイント阻害薬

qcDではlmmune・related adverse event (irAE)と呼ぱれる過

剰な免疫反応による副作用を認め、約5%に肺障害を発症しま

す。あらゆる薬剤が薬剤性肺障害を来たし得るという認識は極

めて重要ですが、一方で、特に薬剤性肺障害を来たしやすい八

イリスク薬の使用時には特に慎重な事前評価ならびに投与中の

モニタリングが重要です。特に抗悪性腫傷薬の投与においては、

既存の問質性肺炎・肺線維症や喫煙歴、高度な肺気腫、胸部放
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射線治療歴などは薬剤性肺障害のりスケになる可能性がありま

すので、投与前の呼吸状態や胸部X線写真・HRCTやKL6・SP、D

などの血清マーカーを評価しておくことが重要です。

薬剤性間質性肺炎では主としてHRCT所見に基づいて臨床病

型をびまん性肺胞傷害①AD)、器質化肺炎(OP)、非特異的間質

性肺炎(NSIP)、過敏性肺炎(HP)、好酸チ求陛肺炎(EP)パターンと

いった病型に分類します。これらの臨床病型ごとに治療反応性や

予後が異なります。OP・HP・EPバターンでは一般に原因薬剤の

中止のみで軽快することがあるうぇにステロイドに対する反応性

も期待でき予後良好のことが多いです。一方でDADパターンを呈

するものはステロイドパルス療法などが行われますが、一般にス

テロイドへの反応性が乏しく予後不良とされます。また一旦肺障

害を生じると、線維化が残存し呼吸機能が低下し、その後の悪性

腫傷の治療に影響が生じる場合もあります。

IC1や一部の分子標的治療薬・抗癌剤では、common

Termin0108y criteria for Adverse Events(CTCAE)の肺障害の

グレード分類に応じた対応が適正使用ガイドラインに記載され

ているため、それに沿って対応します。一般に薬剤性肺障害の被

疑薬は投与中止が基本となりますが、エベロリムスでは無症状

であれぱ継続、軽症の場合は休薬、軽快後半量で再開でき、また

IC1のアテゾリズマブ(テセントリク@)やデュルバルマブ(イミフィ

ンジ@)では無症状であれぱ継続、軽症の場合は休薬、治療で軽

快後再開できる場合もあります。またトラスツマブデルケステカ

ン(エンハーツ@)は進行乳癌・胃癌・非小細胞肺癌に適応があ

り、肺障害の内訳はOPパターンが63.1%、DADパターンが

14.6%、DADパターンの死亡率は42%と重篤な肺障害が報告

されており、特に薬剤性肺障害のハイリスケ薬であるとの認識が

必要で、早期の診断・治療が重要です。

最後に、当科では咳や息切れの精査・治療、呼吸器感染症の

診断・治療、肺癌の診断・治療、胸部画像診断、COPD・喘息でお

困りの症例など幅広い呼吸器疾患に対応させていただきたいと

考えています。先生方のお役にたてるような診療と連携を心掛け

ておりますので、よろしくお願いいたします。

舟口祝彦

発行/朝日大学病院患者サポートセンター
(地域医療連携室)

岐阜市橋本町3丁目23番地 TEL.058-253-8001(代)
TEL.058-253-8920 (直) FAX.058-253-8910 (直)
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薬剤性肺障害の診断・治療の手引き(第3版)2025
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脳卒中治療は一刻を争います。
当院では専門医が速やかな
診断・治療を行います。

日本呼吸器学会
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松塚
(午前・午後:予約)

豊吉
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予約診

予約診

予約診
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中畑

小島

八木

横谷

八木

瀬川
(午後・伏屋)

Ⅱ10(智)

担当医

安田
(非常勤)

佐々木

杉本(美)

梶浦

増田

内科

臓 内

糖尿病・内分泌内科

科

坂元

呼

大洞

村上

永野

村上(善)

藤井
(ヲE常勤)

伏屋

担当医

山本

武田

杉本(美)

金田
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外

村上(善)

小島
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向井/八木

村上(善)
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脳神経外科
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村上(善)/大洞

瀬川
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担当医

浅井

佐々木
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渡辺
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担当医

平松
(非常勤)

佐々木

杉本(美)

梶浦

舟口

大倉(睦)

田尻下ノ杉本(琢)

王

川口(順)

石澤

田中(秀)

王

川口(順)

石澤

岡

整 形

担当医

八木/大洞

次田

瀬川
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日下

大倉(睦)
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担当医
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大倉(睦)
(午後)
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今泉

予約

豊吉
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岡

担当医
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科 U 完全予約 1(非常珂干35週助
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担当医
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大倉(睦)

担当医

療 科・
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山吉
(午前・午後)

星野

合'可

平岩
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武内

塚原

)月島

夏目

(非常勤医・午後)

江原(英)

豊田

下畑

横山
(非常勤医・午後)

田中(修)

長谷川

松塚
(午前・午後)

上田/渡邉ノ長縄
高橋/松下

谷口/佐藤/多田

江原(英)

豊田

)月島
(午後)

夏目

予約診

[ご案内] 0診療受付時間は、全科&00~]1念0、ただし、初診の方は、11心0で受付終了。(ま夕急・急患の場合は、この限りではありません。)
●年度変わりの時期や学会出張により、診療医が変更することがありますので、予め確認が必要である方は、お電話でお尋ねください。
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森(健)/秋田
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松塚
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担当医

谷口/佐藤ノ多田
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(予約診のみ)
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大倉(睦)

"1」田
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日下

7泉
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江原(英)

豊田
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加藤(隆)
(非常勤)

豊田

初・0

田中(修)

長谷川

松塚
(午後)

畠山/渡邉/松下

佐藤ノ谷口

予約診

郭

予約診

谷

担当医

泉
0週目)

日下
(2週目)

河合・塚原
(2週目)

松岡
(非常勤]・3週目)

平岩
(4週目)

石原ノ山田
(非常勤)

松塚
(午前午後)
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谷口/佐藤/多田

中島(午後)
リウマチ内科

)月島
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堀
(非常勤医・午後)

田中(修)

長谷川
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江原(英)

加藤(卓)
(非常勤)
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長縄ノ松下

谷口/佐藤ノ多田

担当医
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